
第
三
回
ト

プ
セ
ミ
ナ

「『
東
大
教
授
が
教
え
る
や
ば
い
日
本
史
』
人
は
す
ご
い
と
や
ば
い
で
で

き
て
い
る
！

」と
題
し
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
本
郷
和
人
氏
が
講
演

十
二
月
十
七
日
㈫
、
第
二
日
目
と
な

る
「『
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
の

組
織
へ
の
導
入
、
実
践
を
通
じ
企
業
の

独
自
価
値
（Only

One
Value

）
を

創
造
し
よ
う
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ

セ
ミ
ナ

Ｄ
Ａ
Ｙ

は
、
前
回
と
同
じ

く
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
門
家
の

草
野
紀
親
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

「『
感
性
価
値
』が
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
る
！

『
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
に
よ

る
企
業
独
自
の
価
値
の
生
み
出
し
方
」

を
テ

マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
ソ
ニ

ク
シ
テ

ビ
ル
四
階

市
民
ホ

ル
に
て
開
催
し
、
十
九
名
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
直
観
と
感
性
の
時
代
と
言
わ
れ
る
理

由
は
、
豊
か
さ
の
基
準
が
変
わ

て
き

て
い
る
、
相
対
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ベ
ル

が
上
が

て
き
て
い
る
、
急
速
な
Ａ
Ｉ

の
進
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
人
・
モ

ノ
・
情
報
が
溢
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ベ
ル

が
頭
打
ち
状
態
と
な
り
、
機
械
で
で
き

る
こ
と
が
増
え
る
こ
と
で
、「
正
解
」

の
コ
モ
デ

テ

化
現
象
、
差
別
化
が

生
ま
れ
に
く
い
時
代
と
な

て
い
る
。

・
原
点
回
帰
こ
そ
経
営
進
化
（
イ
ノ
ベ

シ

ン
）
へ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
。
古

い
も
の
が
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
。

ゼ
ロ
か
ら
の
進
化
で
は
な
く
、
事
物
の

螺
旋
的
発
展
と
と
ら
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。（
ド
イ
ツ
の
観
念
論
哲
学
者

ゲ
オ
ル
ク
・
ヘ

ゲ
ル
）

・
過
去
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
も
の
が
テ

ク
ノ
ロ
ジ

の
発
展
に
よ

て
脚
光
を

浴
び
る
も
の
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
価
値
の
呼
び
戻
し
）

・
新
し
い
価
値
を
つ
く
る
に
は
、
人
を

中
心
に
原
点
に
帰

て
み
る
こ
と
が
最

も
近
道
で
あ
る
。

・
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
ス
と
は
、
イ
ン
プ

ト
す
る
感
受
性
と
し
て
の
セ
ン
ス
と
、

表
現
す
る
ア
ウ
ト
プ

ト
と
し
て
の
セ

ン
ス
に
分
か
れ
る
。

・
セ
ン
ス
を
つ
か
さ
ど
る
定
義
は
、
知

（
知
識
と
環
境
に
裏
打
ち
さ
れ
た
イ
ン

プ

ト
量
）・美（
倫
理
観
と
誠
実
さ
）・

楽
（
尽
き
る
こ
と
の
な
い
好
奇
心
）
で

あ
り
、
さ
ら
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
さ
、
余

裕
を
持
つ
こ
と
つ
ま
り
余
白
を
持
つ
こ

と
に
よ
り
、
執
着
し
て
い
た
事
象
の
固

定
観
念
か
ら
の
解
放
が
生
ま
れ
る
。

・
感
じ
る
力
を
高
め
る
場
所
に
行
く
こ

と
、
自
分
の
中
の
何
と
な
く
を
大
切
に

す
る
こ
と
、
感
じ
る
こ
と
に
と
こ
と
ん

向
き
合
う
作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

五
感
を
磨
く
こ
と
が
で
き
る
。

・
中
小
企
業
に
こ
そ
大
手
企
業
に
な
い

感
性
を
生
み
出
す
独
自
性
が
出
し
や
す

い
。

・
便
利
な
社
会
と
な
り
、
差
別
化
し
に

く
い
時
代
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
は
、

美
意
識
と
感
性
（
セ
ン
ス
）
の
融
合
で

あ
る
。

・
測
定
で
き
な
い
も
の
は
管
理
で
き
な

い
と
考
え
る
の
は
誤
り
で
、
美
意
識
を

活
か
し
た
経
営
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
経
営
に
お
け
る
美
意

識
と
は
、
ビ
ジ
ン
の
美
意
識
、
行
動

規
範
の
美
意
識
、
経
営
戦
略
の
美
意
識
、

表
現
の
美
意
識
。

・
美
意
識
を
軸
と
し
た
経
営
の
二
つ
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
ア

ト
型
人
材
を
経

営
者
自
身
と
し
て
捉
え
て
、
サ
イ
エ
ン

ス
型
人
材
、
ク
ラ
フ
ト
型
人
材
を
配
置

す
る
モ
デ
ル
と
、
経
営
者
が
ア

ト
型

人
材
を
指
名
し
て
三
つ
の
人
材
を
俯
瞰

し
て
み
る
モ
デ
ル
が
あ
る
。

・
デ
ザ
イ
ン
の
根
源
は
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
で
あ
り
、
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
と
デ
ザ
イ
ン
はニア
イ
コ
ル
で
あ
る
。

・
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
と
デ
ザ
イ
ン

の
関
連
性
を
実
感
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
ゲ

ム
の

実
施
を
行

た
。（
あ
る
図
形
を
見
た

人
が
言
葉
の
み
で
会
場
内
の
人
に
伝
え

て
図
形
を
描
く
ゲ

ム
、
映
画
の
一
場

面
の
画
像
を
見
て
言
葉
の
み
で
会
場
の

人
に
伝
え
タ
イ
ト
ル
を
導
き
出
す
ゲ

ム
、
二
つ
の
言
葉
か
ら
連
想
す
る
点
を

挙
げ
る
ゲ

ム
）

・
未
来
は
フ

ン
タ
ジ
ア
を
実
現
す
る

た
め
に
今
を
積
み
重
ね
て
創
る
も
の
で
、

感
性
・
美
意
識
・
ア

ト
を
融
合
さ
せ

「
正
解
」の
コモ
デ
テ
化
か
ら
の
脱
却

を
目
指
し
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
に
繋
げ
る
。

・
人
間
の
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
、
理

論
的
で
は
な
く
感
情
的
で
あ
る
、
行
動

を
起
こ
す
と
変
化
が
始
ま
る
、
習
慣
の

生
き
物
で
あ
る
、
自
分
に
合
う
も
の
は

経
験
で
し
か
わ
か
ら
な
い
、
失

た
感

覚
を
呼
び
戻
す
（
価
値
の
呼
び
戻
し
）

を
挙
げ
て
い
る
。

歴
史
上
の
有
名
人
も
、
み
ん
な
欠
点

を
持

た
普
通
の
人
間
な
の
で
す
。
普

通
の
人
間
が
歴
史
を
作

て
き
た
の
で

す
。
し
た
が

て
、
歴
史
を
知
る
時
に

は
、
昔
の
人
た
ち
の
長
所
を
学
ぶ
と
同

時
に
、
彼
ら
の
欠
点
、
や
ば
い
部
分
も

知
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
歴
史
が
ぐ

と
身
近
な
も
の
に
な

り
ま
す
。

第
三
回
ト

プ
セ
ミ
ナ

で
は
、
テ

レ
ビ
番
組
に
も
度
々
出
演
さ
れ
、
過
去

五
回
の
講
演
で
も
多
く
の
参
加
者
か
ら

好
評
を
博
し
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

本
郷
和
人
教
授
を
お
招
き
し
、十
二

月
十
九
日
㈭
に
大
宮
ソ
ニ

ク
シ
テ

四
階
市
民
ホ

ル
に
て
、「『
東
大
教
授

が
教
え
る
や
ば
い
日
本
史
』
人
は

す
ご
い
と
や
ば
い
で
で
き
て
い

る
！

」と
題
し
て
、日
本
の
歴
史
の
本

当
の
姿
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
三
六
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
東
京
一
極
集
中
の
話
か

ら
江
戸
時
代
の
各
地
域
の
藩
に
お
け
る

人
材
育
成
の
話
を
導
入
と
し
て
、
現
在

の
日
本
社
会
と
比
較
し
な
が
ら
過
去
の

話
へ
と
遡

て
い
き
ま
し
た
。
講
演
内

容
の
メ
イ
ン
テ

マ
は「
天
皇
と
日
本
」、

日
本
の
歴
史
の
始
ま
り
に
つ
い
て
、
聖

徳
太
子
あ
る
い
は
天
皇
と
い
う
名
称
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な

た
七
〇
〇
年
頃

を
画
期
と
す
る
話
か
ら
始
ま
り
、
元
号

の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、
律
令
国
家
に

つ
い
て
、
建
国
記
念
の
日
の
制
定
に
つ

い
て
、天
皇
の
継
承
に
つ
い
て
な
ど
、歴

第
二
回
ト

プ
セ
ミ
ナ

「『
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』の
組
織
へ
の
導
入
、実
践
を
通
じ
企

業
の
独
自
価
値（Only

One
Value

）を
創
造
し
よ
う
！
」
デ
ザ

イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
セ
ミ
ナ

Ｄ
Ａ
Ｙ

を
開
催

講演する草野紀親氏

講演する本郷和人氏
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